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2IVIa-12　　　　N －アシル･アミノ酸塩の生分解

今林裕子( 福岡女大学)

｢ 目的｣ 公共水域が清流となっている観光地や自然保護公園地区などにおいては特に環境

受容の点て最も重要な要因として生分解性のよい洗剤の使用が望まれている。N －アシル

アミノ酸(L-Lauroyl-L-Gulutamic acid 、LSと略)系界面活性剤について山林よりの湧き水

(河川水)の全シーズンの水質特性を調べてその水中に於ける汎用されているLAS との生分

解比較試験を行った。その結果水質特性との関連性と生分解性が分かったので報告する。

｢方法J    Siver die away 方法に基ずいて、1次分解、究極分解を測定した。河川水は人為的

に汚染が進行していない上流域の湧き水を使用した。

｢結果J    LSはLAS に比較して全シーズンにわたって1次、究極分解ともに非常に優れていた。

冬期の低水温下では春期と比べて分解は進んだ結果となった。この年は7月からの異常気象

でTOC の上昇,D0 の減少等の水質特性からみると汚濁が進行していたのが原因である。LASは

すべての条件で馴化の誘導期間が認められ分解が長期化 したがLS はすぐ生分解が生じた。

しかし、生分解がすぐれているLS でも冬期の低水温下では一次分解に日数を要した。
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2Mp-l　　 抽出サポニンの洗浄性について

○岩船由香里＊　森田みゆき＊　小松恵美子＊＊　木村美智子*3

（＊北海道教育大*  ＊天使大（非)  ,   ＊3東北文化学園大）

目的　家庭排水中 に含まれる界面活性剤は水質汚染の主要な原因になっている。そこで古来

から洗浄剤として使用されていた植物由来のサポニ ンに着目し ，環境負荷の少ない界面活性剤

としての有用性につい て検討を行った。今回は大豆，あずきなどからのサ ポニンの抽出条件や

cmc, 洗浄力について調べ，比較，検討した。

方法　にt丞二之辺岫並  ;大豆，あずきは６時間吸水させ，みかん，ツリガネニンジンは水洗い

し1  cm 角に切る。試料20g に水lOOtnl を入れ, loo ℃,  1 時間,    2時間,   3時間で抽出を行っ

た。抽出液中のサポニンの確認はit販品の標準サポニンの吸収スペクトルおよびHPLC 分析によっ

て行った。cmc の決宗|；サポニンのcmc は電気伝導度法で決定した。洗浄宙験；日本油化学協 会

の標準人工汚染布を用い，ラウンダーメーターで洗浄濃度，温度，時間.   pH の検討を行った。

洗浄前後の布の表面反射率を測定し，洗浄効率を求めた。

結果　大豆，あずき，みか ん,。ツリガネニンジンの各抽出液にはサポニンが含まれているこ

とが確認さ れた。標準大豆サポニンおよび各抽出サ ポニンのcmc を求め，それぞれ の最適洗浄

条件(cmcXl.2,   40℃，30 分,  pHlO.O）を決定することができた。その洗浄効率 は，モデル洗

剤を100 ％とした場合，抽出サポニンは約40 ％, 標準大豆サポニンでは約70 ％となった。
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